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せんだい宇宙館 企画展

ノ リ
モノ
ノ リ
モノ

展展
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もっと高く！

もっと遠く！

〒895-0005　薩摩川内市永利町2133-6（寺山いこいの広場内）

【入館料】大人500円　小人300円　※未就学児は無料・身障者の方は免除
　　　　　　【お得な年間入館料】大人1,000円　小人500円
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入館料　小・中学生300円/高校生以上500円
■問合せ先　せんだい宇宙館　TEL：31-4477＊年間入館券もございます

　小・中学生500円/ 高校生以上1,000円 開館時間/10：00～21：00　休館日/毎週月曜日（祝日の場合は翌日）

　物をいれる道具である「いれもの」は、日常的なも

のからハレの日や特定の場合にのみ用いられるものま

で、暮らしの隅々に至るところに見られます。

　今回の展示では、収蔵資料の中から身近な道具とし

て使われてきた「いれもの」についてご紹介しました。

用途によって異なる素材や形状をした「いれものは、

簡素でありながら工夫されたもの、装飾や技法を凝ら

したものなどがあり、観覧者からは「昔、使っていた

道具で懐かしい」「使ってみたい」などの声が寄せら

れました。

いれもの・いろいろ

川内歴史資料館トピック展示事業報告 日　時：4月23日（火）～6月9日（日）42日間

場　所：川内歴史資料館　第2展示室

観覧者数：1,040名

平佐城の戦いの古文書等の実物資料を通して
戦国時代の島津氏と関係の深い薩摩川内を紹介します。

せんだい宇宙館 ウィークエンド工作

ストローヘリコプター

　ストローとビーズで高く舞い上がるヘリコプターを作

りました。ストローの胴体に2枚の羽根を取り付け、1枚

の羽根の中央には動力となる輪ゴムを針金で接続します。

羽根をぐるぐる回転させ中のゴムを巻くと、手を離した

ときに巻き戻り、それに連動したプロペラが回ります。

　参加者は完成した作品がぎゅ

んと力強く空に飛び上がるよう

すを見て、「わあ！」と驚きの

歓声を上げて、楽しそうに遊ん

でいました。

せんだい宇宙館 宇宙館科学工作

組立天体望遠鏡
7/28（日）

場　所：少年自然の家 森の遊学館
対　象：小中学生
　　　＊小学生は保護者同伴
定　員：各回先着25名
参加料：1,500円（１人１セットのみ）

倍率15倍！構造や仕組みも解説します。

申込期間：7/5（金）10：00～

1回目10：00～12：00
2回目13：30～15：30

月を見て
 みよう！

＊定員になり次第締め切り

せんだい宇宙館 市民星空観望会

木星観察月間
7/2（火）～7/31（水）20：00～21：00

場　所：せんだい宇宙館　観測室 もっくん

太陽系で最大の惑星「木星」。
特有の縞模様や大赤班、ガリレオ衛星を
観察できるチャンス！

＊入館料が必要です
雨天、曇天時は
中止となります

＊最終受付時間20：30

事業報告 日　時：6月9日（日）13：00～16：00

場　所：せんだい宇宙館　展示室

参加者数：18名

場 所：川内歴史資料館　2階展示室

8/7（水）～10/14（月/祝）

川内歴史資料館 島津義弘没後400年記念特別展

南九州の雄　島津氏～戦国時代の薩摩川内市～
＊入館料が必要です

左手前より　行李トランク・長火鉢・カンテラ・行灯

豊臣秀吉・島津義久和睦像

完成作品を飛ばしているところ

こうり あんどん



入館料　（資料館）大人200円、小学生～高校生100円
　　　　（文学館）大人300円、小学生～高校生150円
　　　　＊土日祝日は小学生～高校生入館無料

■問合せ先　川内歴史資料館　TEL：20-2344
                 　　川内まごころ文学館　TEL：25-5580

開場は30分前です ＊定員：先着95名/車いすスペースあります/入場無料

場 所：川内まごころ文学館　多目的映像ホール

開館時間/9：00～17：00　休館日/月曜日（祝日の場合は翌日）

＊名作シネマ上映会は、上映開始時間が午前10：00に変更となりました。

川内歴史資料館・川内まごころ文学館

7/20（土）
10：00～11:58

7/21（日）
10:00～11:46

◆まんが日本昔ばなし上映会◆

7/7（日）11：00～11:50

＊入場無料/開場は上映の30分前
場 所：川内まごころ文学館　多目的映像ホール

養老の滝
雀とキツツキと山鳩
おむすびころりん
馬方とタヌキ

定 員：先着95名
対 象：どなたでも
＊未就学児は保護者同伴

県民の日無料開館 7/14（日）

小学4年生以下は保護者同伴いきいき生涯学習事業 工作教室

紙すき
7/27（土）9：30～12：00

場　所：川内歴史資料館　研修室
対　象：どなたでも可
定　員：先着15名
参加料：100円 申込方法：電話、資料館へ来館

申込期間：7/11（木）～7/25（木）

小学3年生以下は保護者同伴川内歴史資料館 工作教室

風鈴作り
8/3（土）9：30～12：00
場　所：川内歴史資料館　研修室
対　象：小学生以上
定　員：先着15名
参加料：400円
持ってくるもの：絵具セット、タオル、筆記用具

申込方法：電話、資料館へ来館
申込期間：7/17（水）～7/31（水）

島津義弘公と姶良
川内歴史資料館 歴史講座

7/14（日）13：30～15：00

講　師：深野 信之氏
　　　  （姶良市教育委員会社会教育課文化財係長）
場　所：川内歴史資料館　研修室
対　象：どなたでも可
定　員：先着50名
受講料：200円（資料代）

申込方法：電話、資料館へ来館
申込期間：～7/13（土）

彼岸花
昭和33年（1958）

娘の結婚問題に気を
もむ父親と、父の思い
を意に介すことなく
自由に好きな道を進
む娘を独特のタッチ
でコミカルに描く。

【監督】 小津安二郎
【製作】 山内静夫　【原作】 里見弴
【出演】 佐分利信　田中絹代
　　　 有馬稲子　久我美子
　　　 佐田啓二

種まく旅人　夢のつぎ木
平成28年（2016）

【監督】 佐々部清 
【出演】 高梨臨　斎藤工
　　　 池内博之
　　　 津田寛治
　　　 田中麗奈

来年度公開「大綱引の恋」の
監督作品。農業に携わる人々
のドラマ。桃の産地岡山県赤
磐市。片岡彩音は兄の遺志を
継ぎ、桃の新種「赤磐の夢」の
登録を試みる。

場 所：川内歴史資料館　2階展示室 ＊入館料が必要です

7/23（火）～9/23（月/祝）

川内歴史資料館 終戦記念展示コーナー

記憶をつなぐ-戦争と郷土-

里見弴交友録
川内まごころ文学館 里見弴生誕記念展示 ＊入館料が必要です

7/9（火）～9/1（日）

場 所：川内まごころ文学館　2階ホール

作家、演劇界、美術界と幅広い分野の
多彩な人々との交友関係を綴った里
見弴の、随筆と直筆原稿を紹介します。

人々が置かれた状況や暮らしについて、
資料を中心に紹介します。

草食恐竜のお母さんが川で拾っ
た卵からかえったハート。偶然、
自分は肉食恐竜だと知り、姿を消
します。人生の機微にじんと涙が
こぼれる作品。

◆夏休み特別上映◆

8/4（日）

おまえうまそうだな

1回目11：00～12：29
2回目14：00～15：29

＊入場無料/開場は上映の30分前
場 所：川内まごころ文学館　多目的映像ホール

平成22年（2010）

2回上映

【監督】 藤森雅也
【原作】 宮西達也「おまえうまそうだな」

夏休みおはなし会

出演：おはなしグループまごころ
対 象：幼児とその保護者
場 所：川内まごころ文学館　企画展示室

川内まごころ文学館

8/4（日）10：00～10：30

＊無料でご参加いただけます＊無料でご参加いただけます

里見弴原稿
  『龍頭鬼』

（受付は9：15～）

（受付は9：15～）

汚れてもよい服装でご参加ください



基金取り崩し収入

繰入金

　アイヌの伝統歌ウポポを中心に、国内外で活動

するマレウレウの演奏を聴く機会がありました。

　「ウポポ」とは、輪唱と、手拍子などででリズムを

刻みながら、うねるようにフレーズが繰り返される

のが特徴です。歌われる情景は、氷上で踊りの練習

をする子どもや舟漕ぎ遊び、敵の襲撃を歌で知ら

せるなど、大変多彩。

　曲線柄のアイヌ刺繍が施された着物に似た衣装

や大人の女性が顔や手に施す魔除けの刺青など、

文化や世界観の紹介もあり、全てが珍しく楽しめま

した。（永田）

編集後記

薩摩川内市芸術協会の解散について
　薩摩川内市芸術協会は、昭和41年の旧川内市民会館の開館翌年に設

立された友の会組織です。令和2年の川内文化ホールの閉館に伴い、

設立目標をおおむね達成されたと判断し、令和元年5月27日をもって

解散いたしました。長い間、ご協力いただいた会員の皆様に感謝申し

上げます。ありがとうございました。 5月27日に薩摩川内市社会福祉協議会にて、
残余財産の贈呈式を執り行いました。

2019.6 薩摩川内市芸術協会

2019令和元年芸協だより
　最終年度の理事会及び代議員会が去る5月9日、5月16日に開催され、会計決算、事業報告等全ての議

案が承認されました。以下に概要をご報告いたします。

平成 30 年度　決算（単位：円）

【公演事業基金に関する運用状況】
前年度末残高1,918,586円＋平成30年度積立金206円＝合計1,918,792円　全額取り崩し　

【歳入】　一般会計 【歳入】　特別会計

【歳出】 【歳出】

歳入－歳出＝200,083円　差引残高は残余財産 歳入－歳出＝0円　差引残高　0　

科 目 収入済額 備 考 
会 費 487,400 203 口 
繰越金 439,457  
諸収入 2 預金利息 

歳入合計 926,859  

科 目 収入済額 備 考 
   
   

   

歳入合計   

科 目 支出済額  
   

   
   

歳出合計   

科 目 支出済額  
繰出金 244,598 特別会計へ 
鑑賞費 174,500 鑑賞補助券 
需用費 307,678 消耗品・PC リース等 

歳出合計 726,776  

諸収入 預金利息206

2,163,596

1,918,792

244,598

公演事業基金より

一般会計より

委託費 2,013,920 公演委託料等

需用費

役務費

129,026

20,650

印刷物等

郵便料等

2,163,596


